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1. 緊張性振動反射に対する抑制因子
小林英夫(千大大学院〉
筋肉を強制的に振動すると，その筋肉に持続的な伸展
反射がおこる。これを緊張性振動反射と呼んでいるが，
この反射を定量化するために振動の周波数 (f)と振幅 (1)
との関係を求めグラフに表わすと 100cJs前後に opti醐 
mal frequencyを持つ l-f曲線なるものが得られる。
この曲線に対する抑制因子を考察するために拾抗筋を用
い，これを支配する神経に種々の周波数でテタヌス刺激
したり，拾抗筋を伸展したり，また同時に振動したりし
てその抑制効果をみた。これにより刺激のちがいにより
その抑制効果が異なり，また optima1frequencyの移
動， response areaの減少等がみられ，このことよりこ
の反射に対する抑制は単なる抑制だけでなく周波数によ
り抑制の強さが異なることがわかった。 
2. 変性および再生時における運動終末の微細構造に
ついて
斎藤篤(成田日赤)
本年 Anat.Rec.; J. Exptl.Mol.Path.; J. Bone 
& Joint Surg.;等に運動終末の実験的組織化学的変化
を報告して来た。従来の光学顕微鏡的観察では，再生神
経は新らしく運動終末の形成をすると考えられていた
が，再生神経は残存せる perineurium t乙導かれ変性し
た終末に再支配を行ない，神経切断端を移植した場合に
胎生期に類似した新しい運動終末を形成する。 
Neuromuscu1ar junctionでは， coated vesicleが
刺激伝導物質の分泌に重要な役割をもち(J.Hist.Cyto-
chem. 1969)，また T-Systemも Secondarysynaptic 
cleftsの vesicleに連絡している(J.Hist. Cytochem. 
in press)。神経筋接合部の amorphousbasal lamina幽 
like substance には glucoprotein(Leb1ond法)や 
acid mucopo1ysaccharide (Luft法)が証明され軸索
と筋表面の接合に重要な役割があると考えられる。 
3. 	 椎間板のムコ多糖蛋白複合体 (PP・L および PP-H)
の研究 
0清水完次朗・大木健資(千大) 
1965年 M.Schubertの発表した方法に準じて，酸，
アルカリおよび蛋自分解酵素を用いず， po1ytronを用
い homogenate し， ultracentrifugationを繰り返し 
PP-L (protein po1ysaccharide 1ight)とPP-H(protein 
po1ysaccharide heavy)を得，その分析的研究を行なっ
た。実験結果は以下の通りである。 
①	 PP-L量は加令とともに 50代まで著明に減少し，
かっ髄核では線維輪に比べ減少の勾配が大である。 
②	 PP・H 量は 30代より著明に増加し，髄核では線維
輪に比して増加の勾配が大である。 
③ 	従って PP-LJPP-Hratioを取ると，加令に伴ない
髄核，線維輪ともに著明に減少する。 
④	 PP・H は PP・Lの約 2倍のN量を有し， PP・L，PP-
H ともに加令に伴いやや増加する傾向がある。 
⑤ 	tota1 Hexosamine量は PP・Lでは PP-Hに比し
て約 3倍量を含有し， PP-L，P巳H ともに加令ととも
に20代を peakにして増減する。 
⑤	 glucosamineJgalactosamine ratioは PP・Lでは
加令とともに漸次増加する傾向を示すが， ratioの逆
転は起こらず， PP-Hでは同年令の PP・Lに比して著
しい高値を示す。これは PP・Lにおけるコンドロイチン
硫酸の優位を， PP-Hにおけるケラト硫酸の優位をそれ
ぞれ示唆する所見である。 
4. 脊椎の老化に関する研究， とくに腰椎椎体栄養動
脈支配の年令変化について 
0重広信三郎・辻陽雄・松井宣夫・上原朗
大塚嘉則・高田典彦(千大)
椎体栄養動脈の研究，なかんずく intrinsiccircula-
tionに関しては Bぬ mig，Ferguson，willis等の研究
以来目立つた発展も認められず未だ疑問な点も多い。
われわれは変形性脊椎症の発展機転に関する脈管学的
検索を Mi'-eroangiogramを用いて行なって来たが，基
準となるべき椎体栄養動脈の走行分布について可視的に
